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平成２６年１月１７日の委員会の後半において、町民アンケー

トの集計、ワークショップに寄せられた意見・提案、また各委

員から出た意見を具体化するためには、優先順位を明確にする

必要性を問題提起されたが、私も全く同意見で、結果を導き出

すには手段を明確にしなければ、何から手を付ければいいか、

ただ途方に暮れるだけである。双葉町には、やるべき課題が、

終わりが見えないほどあるのだ。 

 

コミュニティーの維持・発展と復興拠点・復興住宅の整備、こ

の２つの課題に共通することであるが、着工から入居までの期

間を前提に考えなければいけない。それが、２年なのか？３年

なのか？つまり、工期が延びれば入居希望者の平均年齢が上が

るということである。単なる住宅としてならマンション建設や

住宅建設であるが、医療・福祉・生活支援と総合的に考えてい

かなければいけないので、各専門的な意見を参考に進めてほし

いと思う。また、現在、事態が長期化する可能性があるので、

全国に避難している双葉町民を受け入れている自治体との情

報の共有を進めていただきたい。特殊な状況の中で通常の対応

をされても、何の役にも立たないのである。 

 

 


